
ひろしま市議会だより令和4年（２０２2年）５月 第３０３号（6）

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の

発
生
抑
制
、
流
通
・
活
用
の
促
進
、
適
切

な
管
理
及
び
除
却
の
促
進
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

問
題
の
あ
る
空
き
家
の
戸
数
を
計
画
的
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
。

●
公
共
交
通
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
事
業

者
と
連
携
し
て
、
バ
ス
路
線
の
再
編
な
ど
公

共
交
通
機
関
の
機
能
強
化
や
交
通
結
節
点
の

整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。

●
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
広
島
の
実

現
に
向
け
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発

生
抑
制
策
や
紙
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

な
ど
の
さ
ら
な
る
展
開
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
全
て
の
世
代
に
お
け
る
ご
み
の
分

別
の
徹
底
や
資
源
化
の
推
進
に
向
け
た
意

識
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
や
ツ
ー
ル
を
用
い
た
周
知
に
一
層
努

め
る
こ
と
。

●
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
や
支
援
す
る
事
業
所
等
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
広
島
市
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
業
務
の
受
注
・
斡

旋
の
支
援
な
ど
各
種
施
策
の
着
実
な
展
開

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
工

賃
向
上
や
就
労
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

●
安
佐
医
師
会
病
院
に
つ
い
て
は
、
日
常

的
に
高
齢
者
等
の
地
域
住
民
が
受
診
で
き

る
医
療
機
能
や
市
北
部
に
お
け
る
地
域
包

括
ケ
ア
の
核
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
令
和
４
年
12
月
末
の
開

院
に
向
け
、
万
全
を
期
す
こ
と
。

●
全
て
の
学
校
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
地

域
の
方
に
周
知
を
行
い
、
地
域
全
体
で
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
子
育
て
に
取
り
組

む
と
い
う
意
識
を
共
有
し
た
上
で
、
学
校

と
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
よ
り
効
果

的
に
進
め
る
こ
と
。

●
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
洋
式

化
率
の
向
上
に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
屋
内
運
動
場
に
ト
イ
レ
が
な
い
学

校
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
利
用

も
考
慮
し
て
ト
イ
レ
の
新
設
な
ど
を
早

急
に
検
討
す
る
こ
と
。

●
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
体
の

農
地
利
活
用
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
地
域

に
お
け
る
農
地
の
保
全
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
若
い
農
業
経
営
者
へ

の
支
援
な
ど
農
業
の
担
い
手

の
育
成
に
引
き
続
き
努
め
る

こ
と
。

【
要
望
事
項
】

●
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

り
世
界
的
緊
張
が
高
ま
る
中
、
国
境
を
超

え
た
都
市
の
連
帯
で
あ
る
平
和
首
長
会
議

が
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
よ
り
一
層
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
、
加
盟
都
市
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強

化
に
取
り
組
む
こ
と
。

●
特
別
自
治
市
制
度
の
創
設
に
向
け
て
、

市
民
や
県
及
び
関
係
市
町
の
住
民
へ
の
制

度
の
周
知
に
努
め
、
機
運
の
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、
他
の
指
定
都
市
と
連
携
し
、

国
に
対
し
て
引
き
続
き
制
度
の
法
制
化
を

働
き
か
け
る
こ
と
。
ま
た
、
法
制
化
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

事
務
・
権
限
と
税
財
源
の
さ
ら
な
る
移
譲

を
強
く
求
め
る
こ
と
。

●
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
県
に
対
し
補
助
金
の
増
額

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
創
設
し

た
住
宅
の
防
災
・
減
災
推
進
事
業
を
活
用

す
る
な
ど
、
国
や
県
と
連
携
し
て
早
急
か

つ
確
実
に
進
め
る
こ
と
。

予
算
特
別
委
員
長
報
告

本会議で報告する宮崎誠克委員長

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、令
和
４
年
度
関
係
議
案
に
つ
い
て
、去
る
２
月
18
日
以
来
、

連
日
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
第
１
号
議
案
令
和
４
年
度
広
島
市
一
般
会
計
予
算
」
に
対
し
て
１

件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
所
定
の
手
続
き
に
従
い
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
諸
議
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
３
月
17
日
の
本
会
議
で
、
本
委
員
会
の
宮
崎
誠
克
委
員
長
が
、
令
和

４
年
度
関
係
議
案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和４年度のポスターデザインが決定しました！
　広島市議会では、定例会の日程等を広く市民の皆様にお知らせするため、平成 26 年 2 月定例会
から定例会開会案内ポスターを制作し、本市関係施設等約 200 か所に掲出しています。
　広島市議会への関心をさらに高めていただくための取り組みの一つとして、令和 4年度に開催す
る４定例会（６月議会、９月議会、12 月議会、２月議会）分の
ポスターのデザインを、令和 3年 9月 13 日㈪から 11 月 30 日㈫
にかけて募集したところ、29 点の応募がありました。
　広報委員会の委員による厳正な審査の結果、入賞作品 4点（最
優秀賞 1点、優秀賞 3点）が決定し、令和 4年 2 月 9 日㈬に表
彰式を行いました。表彰式では、佐々木議長から表彰状を授与す
るとともに、副賞の目録を贈呈しました。
　令和４年６月から、順次、ポスター化された作品を本市関係施
設等に掲出します。もし、目にすることがありましたら、立ち止
まってじっくりご覧いただけますと幸いです。

議会
トピックス

▲前列左から、京才さとみ様、佐々木
議長、仁田早織様、後列左から広報委
員会定野委員長、水野副委員長

安芸区補欠選挙
西
に し さ こ
佐古 晋

しんぺい
平氏が当選

議員の辞職に伴い、３月 20 日に安芸区選挙区
市議会議員補欠選挙が行われ、西佐古晋平氏が当
選されました。
　また、同議員は、４月 13 日の本会議で、経済
観光環境委員会委員、都市活性化対策特別委員会
委員に選任されました。

自民党・市民クラブ
西佐古 晋平京才さとみ様

【最優秀賞】

上田三鈴様仁田早織様
郭芷池様

【優秀賞】

入 賞 作 品




